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一
 

女
融
 

世
 

市 の 人 ロ 

Go月末男在？ 

総△ロ帯隠戸 
女 	25・2的玉 

世奪数 	9.181 

条
に
規
定
す
る
基
準
の
収
入

が
あ
つ
て
独
立
の
生
計
を
営

み
、
五
所
川
原
市
公
営
住
宅

使
用
料
徴
収
条
令
に
定
め
る

家
賃
お
ょ
び
敷
金
を
支
払
う

能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。
 

③
現
に
閲
居
し
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
放
〔
事
実
上

婚
姻
の
関
係
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
も
の
、
そ
の
他
の
婚

姻
の
予
約
者
を
含
む
）
が
あ

る
こ
と
．
 

④
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
者
で
あ
る

こ
と
．
 

一
、
使
用
決
定
者
 

】
 
の
 
選
 
考
 

入
居
申
込
し
た
者
の
数
が
入

居
さ
せ
る
べ
き
住
宅
の
戸
数

を
超
え
る
場
合
の
選
考
は
五

所
川
原
市
公
営
住
宅
管
理
条
 工

し
明
年
ニ
月
末
竣
工
の
予
定

三
月
一
且
入
居
の
計
画
で
工
事

を
進
め
て
お
り
ま
す
が
こ
の
分

の
入
居
希
望
者
を
も
併
せ
て
公

募
し
て
お
り
ま
す
か
ら
希
望
者

は
速
や
か
に
市
役
所
民
生
課
市

民
係
に
お
申
込
み
下
さ
い
．
 

一
、
申
込
期
問

一
 

第
一
徴
と
同
じ
 

一
、
申

込
方
法
 

第
一
種
と
同
じ
 

一
、
住
宅
の
概
要
 

①
種
別

構
造
 

第
二
種
木
造
不
家
建
 

⑧
建

設

戸
数
 

第
二
種
公
営
住
宅
一
六
戸
 

九
坪
 

③
建

設
場
所
 

五
所
川
原
市
宇
蓮
沼
 

（
平
和
博
跡
地
）
 

託
鐘
鮮
鈴

鶏
舞
鶴
轄携
縫
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’ ケ ’ 	ノ 

川 岡 菜山臓す 

,
 

.
 

ち
遮
，
尋
 

じ
り
、
‘俄
 
総

務
部
長
 
高
 
橋
 
昇
 

戸
一
 

～~ ~― 

静

絢
y
繁

栄
に
つ
な
が
る
市
政
の
基
 

へ…一”, 

青森厭民手帳 
（昭和 35 年用） 

一部 8 0 円 

お勤めの方や学生の 
ハソドプツクにノ 

ご家庭にもぜひ一冊／ 

い
も
の
ぱ
か
り
あ
る
。
全
市
民

が
吐
の
底
か
ら
、
市
政
に
関
す

る
考
え
方
を
切
り
か
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
。
指
導
者
も

臓
会
人
も
、
単
な
る
人
気
な
ど

の
魔
性
に
げ
ん
惑
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
。
 

お
よ
そ
、
政
 
ょ

く
ケ
ーる
 

④
騒
金
社
各
A
家
賃
の
三
ケ
月
 
r
 

分
の
金
額
に
し
て
入
暦
の
際
 
か

割
付
す
る
こ
と
『
退
居
の
篭
了
野
 

な
ら
な
い
と
覚
悟
し
た
。
 
一
諸
問
題
と
取
組
む
わ
け
だ
が
、
 

と
く
に
、
全
職
員
の
覚
悟
は
そ
れ
は
．
あ
ま
り
に
も
多
過
ぎ

堅
か
つ
た
。
理
事
者
‘
．

一
般
て
、
い
ち
い
ち
並
べ
き
れ
な
い

公
務
員
も
な
い
、
一
致
罰
結
し
で
き
れ
ぱ
、
問
題
山
積
の
一
語

て
努
力
し
た
結
果
は
、
今
や
、
 で
打
切
り
た
い
と
こ
ろ
だ
が
，
 

少
数
精
鋭
主
義
で
棚
構
改
革
の
ま
ず
、
そ
の
一
．
二
を
拾
い
上

断
行
、
財
政
再
建
十
ケ
年
計
聞
一
げ
て
み
て
も
、市
内
r
屋
内
体

の
樹
立
、
危
大
で
あ
つ
た
未
払
一
操
場
の
な
い学
校
ば
か
り
で
も
 

第
一

種
 

昭
和
三
十
四
年
慶
建
設
の
公
営

住
宅
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建
第

一
種
二
O
戸
は
本
年
九
月
に
着

工
、
十
二
月
三
十
一
日
竣
工
予

定
明
年
一
月
一
日
入
居の
計
画

で
工
事
を
進
め
て
居
り
ま
す
が

こ
の
住
宅
へ
の
入
居
希
望
者
を

左
の
要
領
で
公
募
い
た
しま
す

か
ら
，
希
望
者
は
速
や
か
に
市

役
所
民
生
課
市
民
係
へ
お
申
込

み
下
さ
い
。
 

一
、
申
込
期
問
 

昭
和
三
十
四
年
十
一
月
十
四

日
か
ら
十

】
月
二
十
一
日
ま

で
の
八
日
間
 

た
だ
し
土
曜
日
の
午
后
、
休

日
、
な
ら
び
に
こ
の
受
付
期

間
以
外
は
申
込
書
の
交
付
も

受
付
も
い
た
し
ま
せ
ん
．
 

《
、
申

込
方
法
 

①
入
居
希
望
者
は
五
所
川
原
市

公
営
住
宅
入
居
申
込
響
を
市

長
に
提
出
さ
れ
た
い
。
 

〔尚
所
得
の
証
明
啓
セ
添
付

す
る
こ
と
）
 

①
前
に
申
込
書
を
提
畠
し
て
い

る
人
で
も
新
規
公
募
に
よ
り

新
た
に
申
込
書
を
提
出
し
て
 
 下

さ
い
。
 

①
申
込
書
用
紙
は
市
役
所
民
生

課
で
交
付
し
ま
す
。
 

（
申込
む
住
宅
は
一
名
】
種
類

に
限
り
ま
す
）
 

一
、
住
宅
の

概

要
 

①
種

別
構

造
 

第

】
種
簡易
耐
火
構
造
平
家
 

建
 

③
建

設
戸
数
 

第
一
種
公
営
住
宅
ニ
〇
戸
、
 

一
一
坪
 

③
逮

設
場
所
 

五
所
川
原
市
宇
建
沼
 

〔
平和
博
跡
地
〕
 

④
間
 
取
 

第
一
種
 
六
丁
、
四
丁
半
、
 

社
会
の
進
歩
は
、
常
に
波
状

形
や
、
ら
せ
ん
状
を
な
し
て
上

昇
し
て
ゆ
く
‘
の
の
よ
う
で
め

る
。
す
な
わ
ち
、
山
頂
に
上
つ

て
得
意
に
な
れ
る
時
‘
あ
る
し

ナ
べ
底
に
沈
滞
し
て
、
忍
ぱ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
も
あ
る
。
 

し
か
し
，
そ
の
延
長
線
は
、
常

に
み
ん
な
の
人
た
ち
の
繁
栄
に

つ
な
が
つ
て
い
る
。
た
だ
そ
の

加
速
慶
の
い
か
ん
は
、
そ
の
社

会
の
人
た
ち
の
、
も
の
の
考
え

方
．
身
の
構
え
方
い
か
ん
に
．ム

る
。
 

わ
が
五
所
川
原
市
も
昨
年
十

一
月
，
全
市
民
の
市
政
の
考
え

方
に
し
た
が
つ
て
、
首
長
の
更

迭
が
あ
つ
て
か
ら
，
は
や
満
ー
 

ケ
年
を
迎
え
た
．
市
政
を
施
行

し
て
か
ら
で
は
満
五
ケ
年
に
な

る
。
そ
の
間
の
市
政
は
．
す
べ

て
上
昇
線
を
た
ど
つ
た
と
は
い

わ
れ
ま
い
。
お
よ
そ
、
発
慶
へ

の
乱
舞
と
、
破
減
へ
の
乱
卿
が

相
交
錯
し
て
、
昨
年
の
首
長
の

改
選
期
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
、
 

ま
ず
、
あ
ま
り
か
ん
ば
し
い
も

の
で
は
な
か
つ
た
。
 

三
丁
の
三
間
 

ト
タ
ン
葺
，
基
礎
コ
ン
ク
リ
 

ー
ト
造
、
畳
、
建
具
付
、
玄

関
、
台
所
，
物
置
、
押
入
、
 

便
所
、
電
灯
器
具
、
水
道
専

用
栓
付
 

一
、
家

賃
と

敷
金
 

の
家
賃
は
一
戸
ー
力
月
に
つ
き

第

一
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家

建
二
、
三
〇
O
円
の
予
定
 

（禁
装
鷲
お
H
b)
 

③
敷
金
は
家
賃
の
三
カ
月
分
の

金
額
に
し
て
入
居
の
際
納
付

す
る
こ
と
，
ま
た
退
居
の
節

は
返
還
す
る
。
 

一
、
申
請
者
資
格
 

①
五
所
川
原
市
内
に
住
所
ま
た
 

と
く
に
、
財
政
的
に
は
，
破

局
寸
前
の
潮
戸
ぎ
わ
に
立
た
さ

れ
て
い
た
。
全
市
民
が
甘
い
夢

か
ら
さ
め
な
け
れ
ば
、
長
期
停

滞
の
ナ
ぺ
底
に
置
き
去
り
に
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
し
か

し
，
幸
い
に
も
 
わ
が
五
所
川

原
市
民
は
．
過
去
四
ケ
年
の
市
 

政
を
跳
限
台
を

し
て
、
勇
ま
し

く
立
ち
上
つ
た

過
去
の
す
べ

て
ひ
反
省
し
て

再
建
と
繁
栄
に

ふ
み
き
つ
た
。
 

ナ
ぺ
底
を
つ
と

め
て
短
期
に
凝

縮
し
て
、
再
び

巨
大
な
上
昇
に

転
じ
な
け
れ
ば
 
 

④
問
 

級
 

誰
樋
、

女
j
 四
丁半
の
 

タ
ン
葺
、
基
礎
コ
ン
ク
リ
 

r
査
、
丹
、
‘
達
具付
、
文
 

「篠
n
難
響
m
 

一
、
家
貸
と
敷
金
 

の
家
賃
は
】
戸
ー
ケ
月
に
つ
き

一
、
六
O
O
円
の
予
定
 

一麟
雛
鴨
）
 

民
生
委
員
の
任
期
は
十
一
月
1
1
1
 

十
日
で
満
了
と
な
る
の
で
、
市

で
は
十
一
月
十
一
日
推
罵
委
員

会
を
開
き
、
増
田
桓
一
委
員
長

以
下
十
四
名
の
全
委
員
出
席
し

て
慎
重
選
考
の
結
果
次
の
八
十

六
氏
を
推
鷹
に
決
定
し
た
．
 

新
民
生
委
員
は
県
の
審
査
を

経
た
う
え
、
近
く
厚
生
大
臣
よ

り
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

栄
 

町
 
対
馬
作
五
郎

田
 

町
 
川
村
 
篤
代

元
 

町
 
小
田
桐
惣
十
郎

新
 
町
 
神
 
吉

太
郎

柳
 
町
 
小
笠

原
 

明

布
屋

町
 
平

山
 
寿
恵

本
 

町
 
田
中
 
き
ょ
 

人
を
用
い
る
社

会
が
低
級
な
も

の
だ
つ
た
ら
能

率
が
上
ら
な
い

一
つ
の
市
の

政
治
は
、
市
民

が
し
つ
政
治
理

念
の
総
和
の
水

準
か
ら
上
に
昇

る
こ
と
は
で
き

な
い
。
一
日
も
 

早
く
市
政
を
飛
蹴
の
時
代
に
も

ち
こ
む
た
め
に
は
、
全
市
民
が

新
し
い
感
覚
を
も
つ
て
、
新
し

い
経
済
社
会
を
築
き
上
げ
る
た

め
の
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
貫
ね

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
だ
。
 

私
は
、
市
役
所
内
に
、
あ
る

事
散
が
あ
つ
た
と
さ
に
．
え
ん
 

一
、
申
請
者
資
格
 

一
、
使
用
決
定
者
の

選
考
 

と
も
に
第
一
重
と
同
じ
 

一
、
そ
の
他
詳
細
は
市
役
所
民

生
課
市
民
係
に
お
零
ね
下
さ
 

'
 

戸
 

沢
 
斎
藤
 

な
に
注
目
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
つ
て
、
座
右
に
こ
ん
な
文
旬

を
掲
げ
て
み
た
。
 

「災
は
忘
れ
た
頃
に
く
る

治
に
居
つ
て
乱
を
忘
れ
る

な
』
と
。
 

こ
れ
は
台
風
や
火
事
変
、
だ
け

に
用
い
よ
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
人
間
は
、
や
や
も
す
れ
ば

ひ
と
り
よ
が
り
に
、
の
ぼ
せ
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
て
ん
落
の
涯

が
近
づ
い
て
く
る
．
 

『
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
』
 

「人
の
一
生
は
重
荷
を
負

う
て
遠
き
道
を
ゆ
く
が
如

し
」
 

と
か
い
う
昔
の
偉
い
人
た
ち
の

遺
訓
な
ど
は
、
今
で
も
生
き
て

い
る
。
こ
れ
は
、
市
政
に
も
、
 

個
人
生
活
に
も
、
ひ
と
つ
の
警

句
と
し
て
、
か
み
し
め
て
い
い

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
 

と
く
に
、
再
建
団
休
と
し
て

の
五
所
川
原
市
政
の
た
め
に
も

で
あ
る
。
 

晦雛
農
爵
纏
線
調
 

祉
軍

関
係
で
 

し
，,

（
死

亡
・
け

が
 

島
曜
加
 
し

た
人
の届
出
 

松

野
 
正
男

町
達
庁
で
は
、
占
領
期
間
中

〔
 

オ
利
迫
匹

真

旺
采
ニ
十
年
九
月
一
一
日
よ
り旺
 

に
提
田
し
て
下
さ
い
。
 

木
村
直

四
郎
昭
和
ニ
十
年
九
月
二
日
よ
り
昭
 

m
叫
響
譲
な
さ
れ
る
見とお
しで
六r畿
潔
齢
欽
野

一
 

太
田
 

善
七
 

依
つ
て
被
害
事
実
を
証
明
す
 
上
趣
醐
翻
「
机
＼
郵
剖
M
型
什
 

蕊
鷲

接
喫
鰍
乳
”競
鱗
七
，鶏
」
競
鍵
」
「
」
「
 

北
川

又
一
郎
体
的
に
指
示
さ
れ
る
事
に
な
つ
 
反
歩
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
ニ
 

‘
  
ー
ー．
.
 
'
 

‘
 
『
 
，
 
ー
 

，
 
‘

ー

．
‘
ー
 
 

．
  
ー
 ー
J
J
 
,
1

‘
ー
 
，

一
 

三

上
 
行
一

て
い
る
の
で
、
当
時
見
舞
金
の
 
て
い
る
こ
と
。
 

・
」
 

大
坂
徳
太

郎

ま
給
を
受
け
た
者
も
、辰
給

さ

こ
の
選
挙
人
名
簿
は
昭
和
三
十

）
 

鵬
「
」
聾
贈承
いの
方
法
 
緩
繰
磐
「難
一
 

高

橋
東
五
郎
 

長
尾
東
八
郎
 

青
森
調
達
事
務
所
 

細
知
鄭
鵬
「
沢
市
彰
慰
「
織
纏
鷺
鯵
麟
畔
慧
 

藤
田
 
周
一
 
三
沢
餌
越
碑
雷
包
 

一
船
ょ
り
第
五
船
ま
で
の
分
 

叫
仙
畷
謝
 

・
…
・
‘
 ー
・・
 
三
世
帯
あ
っ
た
。
 

畿

瓢
灘
競
雛
奴
灘n？
灘
藤
難

席
 

…
内
 
容
・
・
 

O
日
附
挿

入
日
記
式
 

O
本
県

主
要
統
計
四
O
種
 

O
市
 
町
 
村
 

「
 
覧

〇
中
央
官
公
庁
及
川
先
機
関
 

O
観
 
光
 
地
 
写
 真
 
人
 

O
日
 
常
 

便
 
豊
 

鶏
難
カ
パ
ー
付
 

申
込
先
 

市
役
所
庶
務
藤
統
計
係
 

の
整
理
，
数
多
か
つ
た
高
利
債

の
借
替
え
、
ハ
嘗
】企
策
と
し
て

は
東
北
随
一
と
い
わ
れ
る
病
院

の
買
収
統
合
な
ど
．
お
よ
そ
当

面
の
難
題
と
目
さ
れ
た
も
の
は

一
応
片
付
け
た
。
 

こ
の
基
調
の
上
に
．
こ
れ
か

ら
解
決
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
 

ュ令
第
六
条
各
号
の
規
足
な
ら

び
に
必
要
に
応
ビ
実
態
闘
食

選
考
の
上
決
定
す
る
。
、
 

】
、
そ
の
他
詳
細
は
市
柵
奇
？
 

、
課
市
民係
に
お
尋
ね
下
ざ
い
 

第

一
一
 

F

営
住
宅
人
居
畿
の
公
募
 

1
1月
叫
日

か
ら
2
1日
ま
で
受
付
け
ま
す
 

七
校
も
あ
る
o
旧
五
所
川
原
市
一
の
も
悪く
な
る
の
も
結
局
は
人
 

難
灘
難
灘
難
義
灘
 

片
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
て
っ
い
て
も
、
個
人
の
よ
し
あ

都
市
計
画
の
促
進
、
市
道
曇
道
一
しに
よ
る
場
合
と
社
会
の
よ
し
 

い
講
誘
疑
発
騒
器
」
雄
議
誘
恕
標
 

い
つ
て
も
そ
の
 

は
返
選
す
、

J
 

民
生
委
員
を
推
薦
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紀
 

一
、
申
請
瞥
、
」
和
三
十
ム
 

研
編
鮪
誤

m状況
 

ニ
，
昭
和
三
十
四
年
十
二
月

日
ま
で
に
必
ず
農
業
委
員
 

舞

慧
難

報
嘱
騒
鍛
響
騒

計
喰
下
は切
 

」
総
麗
麟
麟
w
（響
麟
鷺
 

爵

雲
器
辞
麟
鵬
新
結
警
煽
譲
票
麟
緩
 

開
米
 

き

み
亡
ま
た
は
傷
害
を
受
け
た
被
害
 
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
 

乗

田
 
あ
ね
者
の
実

態
を
鳳
査
し
て
い
る
が
四
、
面
積
は
町
、
反
『
畝
、
 

喝
は
吋
太

卿
れ
は
か
っ
た
堵
も
忘
れ
ず
に
届

五
年
度
に
執
行
さ
れ
る
農
業
委
＼
 

「
鏡
「
」
滋
灘
蓄
m
踊
（
難
＼
繰
絹
眼
 

原
 

健
次
郎
 
青
森
市
大
字
軸
訓
一
に
二i
 
1
1

冒
、
j
 

”
碑
准

し
嘩
 
御
か
釦
り
粕
如
加
如
山
を
町

い
こ
と
に
な
り
ま
す
o
 

「
一n

嘆
鄭
 

ハ
ガ
・
中
・
に
事
故
年
月
日
、
被
な
く
脱
漏
す
る
と
選
挙
撫
が
か
 

神
 
兼

太
郎
 

ー
．ー
ー
J
「‘
ー
 

川
村
 
長
吉
 
八

戸
市
河
原
太
字
高
舘
 

・

一
 

●
、
．

，
'
 

朝
鮮
帰
国

申
請
 

西
北
五
で
三
世
帯
 

「
響藻
（
醸灘
（舞
難
？
露
「
 

）
難
護
績
競
卿
灘
灘野
 

木

村
 
耕

三
 

高
橋
多

一
郎

太
田
静
之
助

神
 
彦
 
一

山
内
 
藤
七

寺

田
 
ま
 
つ

鳴
海
 

金
蔵

中

村
 
文
男

三

浦
 
一

正

工
藤
 
随
源

松
野
 
恭
一

近
藤
 
七
郎

野
富
 
正
信

工
藤
 
カ
 
ョ
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第

一
種
 

i
h

y

f
 

咽

潟
女
徴
 

一
、
家
賃
と
敦
金
 

ニ
ノ
 

①
家
賃
は
一
戸
ー
ケ
月
に
つ
き
 

は
勤
務
場
所
を
有
す
る
者
 

ー
ー

・
 ー
 
ー
』
；
 
二
 
一
、

六
〇
〇
円
の
予
定
 

一
，
そ
の
他
詳
細
は
市
役
所
民
 

珠
ポ
磯
准
け
滴
凄
違
ゆ
眼
い
工
し
明
年
ニ
片
末
竣
工
の
予
定
 

喰
醐
叫
徴
眼
隆
冷
に
淀
噌

の
ん
厭
希
響
者
を
か
伽
も
。
到
 

臨
鯉
織
維
維
製
讐
競
線
臨
一名
一種
類「
篇
灯
難
獣
％
鷲
鷲
鷺
琴

論
溝
間
 
』
鰐
託
）
鷲
」
 

『

W
師
の
声
m
村
柳
が
形
暴
 

「
ー
 

プ
、
 

用
栓
付
 

婚
咽
の
関
喋
滴
唯

ゆ
序
滑
 
第
一
種
と
同
じ
 

垢
や
「
叱
名
～
釘
馴
舟
雌
彫
い
 

馨
鵬
罵
盤
鰐

雑
？
概要

 
彩
醗
鶏
嘘につき
〈
議
加
翫
醜
讐
瓢
臓
 
『
籍

』
羅
議
十
 

段
所
民
唯
嘱
市
民
係
へ
お
申
込
 
血
『
転
乙
恒

市
月
ニ
く
一F
 
③
敷
金
は
家
賃
の
三
カ
月
分
の

一
、
使

用
決

定
者
 

③
建

設

戸
数
 

み
下
さ
い
。
 

D
軒
「町

易
折
 
金

額
に
し
て
入
居
の
際
納
付
》
 

側
‘

潟
，
‘
考
 
ー

響

「
御
α
昏
督
宅
一
六
戸
 

③
建
設
場
所
 

‘
告
‘
ー
「
「ノ
l
o？
斎
f

，・
 
g
 
，廷
 
魂
．
 

舞
ニ
租
君
営
谷
茸
一
」
どF
 

の
 

一
、
申
込
期
間
 
競
馳

蒜
鯵
義

鉱
鍛

裾
続
 

昭
和
三
十
四
年
十
一
月
十
四
会
の
人
た
ち
の
、
も
の
の
考
え
 
過
去
の
す
べ

日
か
ら
十

一
月
ニ
十
一
日
ま

方
、
身
の
構
え
方
い
か
ん
に
・人
て
を
反
省
し
て

で
の
八
日
間
 

る
。
 

再
建
と
繁
栄
に

た
だ
し
土
曜
日
の
午
后
、
体
 
わ
が
五
所
川
原
市
も
昨
年
十

ふ
み
き
つ
た
o
 

日
、
な
ら
び
に
こ
の
受
付
期

一
月
、
全
市
民
の
市
政
の
考
え
ナ
べ
底
を
つ
と

間
以
外
は
申
込
書
の
交
付
も

方
に
し
た
が
つ
て
、
首
長
の
更
め
て
短
期
に
凝

受
付
も
い
た
し
ま
せ
ん
．
 
迭
が
あ
つ
て
か
ら
、
は
や
満
一
縮
し
て
，
再
び

ケ
年
を
迎
え
た
．
市
政
を
施
行
巨
大
な
上
外
に
 

し
て
か
ム
「で
は
識
五
ケ
年
に
な

転
じ
な
け
れ
は
 
な
い
‘

一
日
も
ー
い
る
‘と
わ
n
 疎
B
に
も

居
希
望
名
は
五
所
川
原
市

る
o
そ
の
間
の
市
政
は
、
す
べ
加
ら
な
い
と
鄭
悟
し
た
o
 

譜
問
題
と
取
紙
む
わ
け
だ
が
、
 い
も
の
ば
か
り
あ
る
o
全
市
民
早
く
市
政
を
飛
羅
の
時
代
に
も
個
人
生
活
に
も
、
ひ
と
つ
の
警

営
住
宅
入
居
甲
込
磐
を
市

て
上
昇
線
刻
た
ど

q
か
と
は
い
 
と
く
片
 
全
脚
員
の
覚
悟
は
も
相
m

、
あ
引
り
に
い
多
過
ぎ
が

旺
の
島
加
ら
、
市
政
に
関
す
ち

こ
む
相
め
に
周
、
劃
市
民
が
旬

と
し
て
、
か
み
し
め
て
い
い

に
提
出
さ
れ
た
い
。
 

わ
れ
ま
い
・
お
よ
そ
、
発
，
へ
堅
か
つ
智

理
申
者
、

」
静

て
、
い
ち
い
ち
並
ぺ
き
和
な
い
る
考
え
万
を
切
り
か
え
か
m
れ
新
し

い
感
覚
を
も
つ
て
、
新
し

こ
と
と
思
わ
れ
る
o
 

街
所
得
の
証
明
磐
を
添
付

の
乱
舞
と
、
破
減
へ
の
乱
棚
が
刻
祢
員
も
な
い
二

致
団
結
い

で
き
れ
ば
“
問
魅
山
積
の
一
静
ば
加
ら
な

5
e
だ
o
指
導
割
も
い
経
済
社
会
を
築
き
上
げ
か
た
 

と
く
に
、
再
建
団
休
と
し
て

る
こ
と
）
 

相
交
錯
し
て
、
昨
年
の
首
長
の
て
努
力
し
た
結
果
は
、
今
や
、
 で
打
切
り
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
跳
会
人
も
、
単
な
る
人
気
な
ど

め
の
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね

の
五
所
川
原
市
政
の
た
め
に
も
 

③
前
に
申
込
書
を
相
稜
出
して
い
改
選
期
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
、
少
微
精
鋭
主
義
で
機
桝
改
革
の
ま
ず
、
そ
の
一
、
二
を
拾
い
上
の
魔
性
に
げ
ん
惑
さ
、
．
は
な
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
 
で
あ
る
。
 

る
人
で
も
新
規
八
芽
に
よ
り

t
ず
、
あ
ま
り
か
ん
ば
し
い
も
断
行
、
肋
政
柳
建
十
ケ
年
計
画

げ
て
み
て
も
、
市
内
に
屋
内
体
ら
な
い
o
→

は
、
市
役
所
内
に
、
あ
る
繁

〈
を
も
た
ら
す
市
政
の
基
調

新
た
に
申
込
書
を
提
出
し
て
の
で
は
な
か
つ
た
o
 

の
樹
立
、
老
大
で
あ
つ
た
未
払
操
場
の
な
い
学
校
ば
か
り
で
も
 
お
よ
そ
、
政
 
一

る
事
故
が
あ
つ
た
と
き
に
、
み
ん
は
、

，‘
・
見近
か
な
処
に
あ
る
 

の
幽
W
A鰍
 
課
市

月
冒
骨
誉ね
下奪
一
響
冶
軍
難
編

数

一
一沖
摘
畦
淳
囲L
 

市
。

W
“
カ
鶴
 
、
 

一
 
刷

衝
付
ー
”
  

J
 
一
、
雌
鋼
決
定

者
の
 

ノ
騒
 
」
、，

、
 

」i
I・
、
、
 
ー
、
A
役
所
、、
、
ー
，
ツ
葺
、・
憐
准
‘
コ1
7'？
ー

『
『
 

冨
拶

「
い
す
吉
誹
い
謡

憾
“

和

m食
護

施
六

J
 

第
二

種
 

え
④
間
 

臣
 

「⑧
騒
 

四
丁
半
の
一
分
 

納
 

と
も
に
第
一
種
と
同
じ
 

、
申
 

選
考
 

月

一
 

し
 

P？
営
住
宅
人
居

ず
m

会
募
 

①
舞
簿

麟
線
覇
解
鯉
纏

携
縫
 

『
和加
加鱒

）
 
唯
課市
民
係
に
お
尋ね
下さ
 

左
の
要
領
で
公
募
い
た
し
ま
す
 

勲

警
叙
露
霧
芦
響
婆
プ
ー
，
麹務
終
猫
抱
一
一
遇
雄
雛
螺
製
か
「』
貌
鰐
概
要
 終
籍
膨
等
 

謡

競
譜

麓

製
募
婦
「
認

静

火
構造
平家

讐

濡

滞
鱗
鎌

ず
か
歓

宅
に
困
窮
して
い
る
一
、
住
宅
の
概
要
  
転

経
請
繰
線
護
 

、
申
 

圭
原
ら

2
1日
ま
護
付
け
ま
す

一一蕪
難
購
鵜
難

難
「

民
生
委
員
を
推
薦
 
 

下
さ
い
。
 

三
丁
の
三
間
 

嫁
頃
お
ょ
び
敷
金
吐
噴
叫
づ

募
し
て
お
加
t
す
か
ケ
和
望
柳
 

①
申
込
書用
紙
は
市
役所
民
生
 
トタ
蟻

「
基讐

・
ンク
リ
 准
稽
有
す
る
も
の
で
ある
m
速
や
か
に
市
役
加即
義
か

民
生
委
員の
任
期
は十
一月
」1
 

課
で
交
付
し
ま
す
。
 

い
り
健
i
喝

1
縄
，
m
‘
准
ー
い
、『

ー
ー

・
 
・
、ー
‘ー
《
民
係
に
お
申
込
み
下
さ
い
．
 
十
日
で
満
了
と
な
る
の
で
、
市
 

ー
司
即
卿

事

建
沼
 

け
」
に
で
、・
は
た退
居
の
節
 
入
居
申
込
し
た
者
の
数
が
入
 
九
坪
 

iー
ー

剥
租
鰍

鮒
地
）
 
は

返
還
す
る
。
 

彫
討
か
」
ぐ
わ
飴
も
“
一
窺
③
建

段

場
所
 

④
間
 

取
 
一
、

申

請
者
資

格
 

を
超
え
る
場
合
の
選
考
は
五
 
五
所
川
原
市
字
蓮
沼
 

第
一
種
 
六
丁
、
四
丁
半
、
①
五
所
川
原
市
内
に
住
所
ま
た
 
所
川
原
市
公
営
住
宅
管
理
条
 

〔
平和
博
跡
地
）
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社
会
の
進
歩
は
、
常
に
波
状
一
 と
く
に
、
財
政
的
に
は
、
破

の
整
理
、
数
多
か
つ
た
高
利
債
七
校
も
あ
る
。
旧
五
所
川
原
市
の
も
悪
く
な
る
の
も
結
局
は
人
な
に
注
目
し
て
も
ら
い
た
い
と

形
や
、
ら
せ
ん
状
を
な
し
て
上
一局
寸
前
の
瀬
戸
ぎ
わ
に
立
た
さ

の
借
替
え
、
公
営
企
業
と
し
て
内

の
小
、
中
学
校
の
新
設
ま
た
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
全
市
民
思

つ
て
、
座
右
に
こ
ん
な
文
句

昇
し
て
ゆ
く
も
の
の
よ
う
で
あ
れ
て
い
た
。
全
市
民
が
甘
い
夢
は
東
北
随
一
と
い
わ
れ
る
病
院
は
規
模
の
拡
張
、
社
会
教
育
施
の
吐

構
え
、
身
構
え
、
頭
脳
の

を
掲
げ
て
み
た
。
 

る
。
す
な
わ
ち
、
山
頂
に
上
つ
か
ら
さ
め
な
け
れ
ば
、
長
期
停
の
買
収
統
合
な
ど
、
お
よ
そ
当
設
の
充
実
な
ど
、
是
が
非
で
も
」
問
題
に要
約
さ
れ
る
。
そ
の
人
 

『
災
は
忘
れ
た
更に
く
る

て
得
意
に
な
れ
る
時
も
あ
る
し
滞
の
ナ
べ
底
に
置
き
去
り
に
さ
面
の
難
題
と
目
さ
れ
た
も
の
は
片
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
花
っ
い
て
も
、
個
人
の
よ
し
あ
 
恰
に
居
つ
て
乱
を
忘
れ
る
 

機
舞
議舞
縄
鱗
襲
一
（警麟
（一」」
か
競
」
灘
灘
慧
盤
灘

灘
離
議
舞
穿
纏
藷
 

に
み
ん
な
の
人
た
ち
の
繁
栄
に
政
を
跳
躍
台
と
 

第
一
種
公
営
住
宅
二
〇
戸
、
 

背
“
霜
望
者
は
迦や
か
に市
③
押
声
ゆ
無

ニー

ー
、
 
（

郵
粗
“
蹴
伴
才
‘乙
）
 こ
と
．
 
く

郵
か
れ
難

家
建
 

（
た
だ
し電
灯
料
お
よ
び
一
 
『「

1‘リ
旦
ー
z
？
早
一
→．
一‘
①
穏
別

構
造
 

り
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
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舞
難
鶏
灘
「
織
 

一
つ
の
市
の
 
『
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
』
 

政
治
は
、
市
民
 

「
人
の
一
生
は
重
荷
を
負

が
も
つ
政
治
理
 
う
て
遠
き
道
を
ゆ
く
が
如

念
の
総
和
の
水
 
し
」
 

準
か
ら
上
に
昇
一
と
か
い
う昔
の
偉
い
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